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ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
ｅ
①
冒
冒
鼬
昌
８
５
（
）
鳥
壁
昌
８
号
吋
厨
ｇ
毎
日
）
の
出
版
後
、
ス
ペ
イ
ン
宮

廷
に
入
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
（
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
を
兼
ね
る
。
以
下
カ
ー
ル
五
世
。
ま
た
以
下
の
皇
帝
は
、
と
く
に
断
ら

な
い
限
り
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
を
指
す
）
と
そ
の
嗣
子
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
侍
医
と
し
て
仕
え
た
。

ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス

〔
要
胃
〕
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
出
版
後
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
入
り
、
神
聖
ロ
ー
マ

皇
帝
カ
ー
ル
五
世
、
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
侍
医
と
し
て
仕
え
た
。
杵
若
は
、
そ
の
経
紳
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
の
先
祖
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
お
よ
び
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
家
と
関
係
が
深
く
、
そ
の
侍
医
あ
る
い
は
宮

廷
薬
剤
師
で
あ
っ
た
。
ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
生
ま
れ
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
で
学
位
を
得
、
同
大
学
の
解
剖

学
、
外
科
学
の
教
授
に
就
任
し
、
「
解
剖
学
図
譜
』
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
を
出
版
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
お
け
る
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
の
業
紙
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
ニ
世
と
ス
ペ
イ
ン
皇
太
子
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
の
祐
療
に
参
加
し
た
こ
と

が
打
名
で
あ
る
。
カ
ー
ル
五
世
は
退
任
の
年
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
桝
巾
伯
の
称
号
を
授
与
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
崗
廷
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
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ム

ハ
リ
ジ

Ｆ
ヘ
リ

ア
ン
ド
レ
ァ
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
一
五
一
四
年
十
二
月
三
十
一

（
４
）

日
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
生
ま
れ
た
（
写
真
１
）
。
父
は
、
皇
帝
マ
ク
シ
ミ

リ
ァ
ン
一
世
と
カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷
薬
剤
師
ア
ン
ド
リ
エ
ス
、
母
は
イ

（
４
）

サ
ベ
ル
、
旧
姓
ク
ラ
ッ
ベ
（
房
号
里
Ｑ
号
蔚
）
（
注
一
）
で
あ
っ
た
（
注

一
一
）
Ｏヴ

ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
系
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
関
係
が
深
く
、
そ
の

始
ま
り
は
五
代
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
は
、
代
々
医

師
の
家
柄
で
、
高
祖
父
（
曽
祖
父
の
父
）
ペ
ー
テ
ル
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

著
者
は
、
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
一
つ
の
理
由
は
、
解
剖
学
に
革
新
的
業
績
を
挙
げ
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
、
な
ぜ
保
守
性
の
強

い
ス
ペ
イ
ン
に
迎
え
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
調
査
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
が
代
々
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
関

係
が
深
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
い
わ
ゆ
る
低
地
諸
国
の
重
要
な
土
地
で
、
そ
れ
が
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

ス
の
生
涯
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
系
に
つ
い
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
自
身
が
「
シ
ナ
根
の
書
簡
」
見
目
目
の
○
言
国
①
匡
の
口
の
）
で
記
載
し
て
い
る
が
、
引
用

（
１
）

さ
れ
た
一
部
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
調
査
で
は
基
本
史
料
と
し
て
「
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
宮
中
伯
認
可
状
」
（
以
下
宮
中
伯
認

（
２
）
（
⑪
Ｊ
）
（
‐
ｌ
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）

可
状
）
、
「
フ
ァ
ブ
リ
ヵ
第
一
巻
』
英
訳
、
「
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
嫡
出
承
認
書
」
を
使
用
し
、
文
献
と
し
て
は
バ
ロ
ン
、
オ
マ
リ
ー
、
坂
井
建
雄
、

（
８
）

（
９
）
Ｉ
（
哩
）

小
川
政
修
、
小
川
鼎
三
等
の
著
書
と
一
般
史
の
文
献
を
用
い
た
。

こ
の
調
査
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
つ
い
て
主
に
一
般
史
の
立
場
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
、
一
つ
の
試
論
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
断
り
た
い
。

、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
系
（
表
１
）

写真lブリュッセルにあるヴェ

サリウスの銅像（ブリュ

ッセル､バリカード広場）



表lヴェサリウスの家系

ペーテル・ファン・ヴェセーレ

皇帝フリードリヒ三世の侍医

ヨハネス（またはヨハン）・ファン・ヴェセーレ

ルーヴァン大学教授、マクシミリアン、シャルル突進公と娘マリーの侍医

’（
ざ
言
）
巾
寸
鰕
抑
冨
恕
槌
澤
朴
思
幽
特
、

エンリケエヴェラルト・ファン・ヴェセーレヨハンナパウル

オーストリア大公（後の皇帝）マクシミリアン、（ヘンドリック？）

妻マリー、子のフィリップとマルガレーテの侍医

アンドリエス・ファン・ヴェセーレ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝イサベル（旧姓：クラッベ）

(エヴェラルトの庶子、後にカール五世により実子と認定）

マクシミリアン－世、マルガレーテとカール五世の宮廷薬剤師

アンネ

カール五世の理髪師と結婚

アンドレアス・ヴェサリ ウ ス

1514出生、1537医学士、

カール五世侍医、1556宮中伯

フェリペニ世侍医、1564死去

アンネ

フェリペ二世の鷹匠頭と結婚

フランシスクス

フェラーラで弁護士

後、ウィーン大学医学部教授

ニコ ラ ス

文献（3）掲載の表を改変して作成。ヴェサリウス家の人名は推定実名で記載。アンダーラインした名はスペイン語表記のまま、
ふ
い
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（
４
）

ク
家
出
身
の
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
侍
医
、
曽
祖
父
ョ
ハ
ネ
ス
（
ま
た
は
ヨ
ハ
ン
）
（
注
三
）
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
’
－
１
公
国
シ
ャ
ル
ル
突
進
公

（
１
）
（
４
）
（
６
）

と
娘
マ
リ
ー
の
侍
医
で
あ
っ
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

（
．
４
）
（
５
）

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
は
、
も
と
も
と
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
下
流
の
町
、
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
（
弓
①
の
堅
）
出
身
と
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
時
代
、

（
５
）

ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
は
ク
レ
ー
フ
ェ
（
Ｑ
①
ぐ
の
）
公
領
に
属
し
て
い
た
。
ク
レ
ー
フ
ェ
公
領
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
版
図
内
だ
が
、
低
地
諸
国
に
境
界

（
咽
）

を
接
し
た
土
地
で
あ
る
（
注
四
）
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
一
家
が
い
つ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
へ
来
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
・
低
地
諸
国
と
関
係
が
深

（
Ⅲ
）

か
つ
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
と
異
な
り
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
は
、
王
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
住
ん
だ
の
で
、
ペ
ー
テ
ル
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
フ

（
４
）

リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
侍
医
に
な
っ
た
の
か
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
ペ
ー
テ
ル
は
、
ア
ビ
セ
ン
ナ
に
関
す
る
論
文
を
書
い
て
い
る
。

バ
ロ
ン
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
曽
祖
父
ョ
ハ
ネ
ス
を
「
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
侍
医
、
一
四
二
九
年
か
ら
一
四
四
六
年
ま
で
ル
ー
ヴ
ァ

（
１
）
（
１
）

ン
大
学
教
授
、
後
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市
医
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
宮
中
伯
認
可
状
で
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
の
侍
医
と
、

（
旧
）

「
シ
ナ
根
の
書
簡
」
で
は
突
進
公
の
娘
マ
リ
ー
の
侍
医
と
な
っ
て
い
る
。
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
は
、
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
の
父
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公

（
恥
）
（
４
）
（
｜
ひ
）

が
一
四
二
六
年
に
開
設
し
た
大
学
で
、
ヨ
ハ
ネ
ス
が
こ
の
大
学
の
教
授
（
医
学
の
教
授
で
、
数
学
も
教
え
て
い
た
）
と
公
国
宮
廷
の
侍
医
を
勤

め
た
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ョ
ハ
ネ
ス
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
滅
亡
（
一
四
七
七
年
）
と
マ
リ
ー
と
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
の
結
婚
（
一

（
５
）

四
七
七
年
二
年
前
の
一
四
七
六
年
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
他
の
廷
臣
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
公
国
侍
医
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
侍

医
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
父
の
後
を
継
い
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
侍
医
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
ブ
ル
ゴ
ー
’
－
１
公
家
の
侍
医
と
な
っ
た
の

（
５
）

で
あ
ろ
う
。
オ
マ
リ
ー
は
、
ョ
ハ
ネ
ス
が
マ
リ
ー
の
侍
医
で
あ
っ
た
こ
と
を
疑
っ
て
い
る
が
、
宮
中
伯
認
可
状
や
「
シ
ナ
根
の
書
簡
」
に
現

れ
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
記
憶
を
疑
う
理
由
は
な
い
。
ち
な
み
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
マ
リ
ー
と
結
婚
し
た
と
き
、
マ
リ
ー
が
ウ
ィ
ー
ン
へ
行

（
恥
）

っ
た
の
で
は
な
く
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
が
低
地
諸
国
に
来
て
い
る
。
ョ
ハ
ネ
ス
が
死
去
し
た
一
四
七
六
年
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
皇
帝
就
任

（
ｕ
）

（
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
は
慣
習
と
な
っ
て
い
た
ロ
ー
マ
に
お
け
る
皇
帝
戴
冠
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
、
年
を
決
定
し
に
く
い
。
一
般
に
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三

（
”
）
（
鵬
）
（
Ｍ
）

世
が
死
去
し
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
が
ド
イ
ツ
王
と
な
っ
た
一
四
九
三
年
を
就
任
の
年
と
す
る
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
自
身
の
皇
帝
宣
言
は
一
五
○
八
年
）
前
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－
４
』

で
あ
り
、
皇
帝
の
侍
医
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
は
、
数
学
と
天
文
学
の
著
書
も
執
筆
し
て
い
る
。

（
４
）
（
５
）

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
祖
父
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
は
、
父
ョ
ハ
ネ
ス
の
職
を
つ
い
で
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
侍
医
に
な
り
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
そ
の

妻
マ
リ
ー
、
さ
ら
に
そ
の
子
供
た
ち
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
侍
医
も
勤
め
た
。
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
は
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
家
の

家
庭
医
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
自
身
は
、
「
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
は
長
く
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
侍
医
で
あ
っ
た
」
と

す
る
が
、
オ
マ
リ
ー
の
い
う
よ
う
に
、
一
四
八
五
年
に
死
去
し
た
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
が
、
長
い
間
「
一
四
八
○
年
生
ま
れ
の
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の

（
５
）

侍
医
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
が
死
去
し
た
一
四
八
五
年
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
皇
帝
就
任
前
で
あ
り
、
エ

ヴ
ェ
ラ
ル
ト
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
時
代
の
侍
医
で
は
あ
っ
た
が
、
皇
帝
侍
医
で
は
な
か
っ
た
。
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
は
、

（
５
）

ラ
ー
ゼ
ス
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
つ
い
て
の
著
書
も
あ
り
、
騎
士
（
注
五
）
に
叙
さ
れ
た
。

（
３
）

父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
、
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
庶
子
だ
が
、
一
五
三
一
年
に
カ
ー
ル
五
世
に
よ
り
嫡
出
と
認
め
ら
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
ア

ン
ド
リ
エ
ス
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
そ
の
孫
カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷
薬
剤
師
で
あ
っ
た
。
バ
ロ
ン
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
と
き
、
ア

（
４
）

ン
ド
リ
エ
ス
は
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
薬
剤
師
で
あ
っ
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
関
係
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
姉
妹
や
娘
に
も
お
よ
び
、
妹
ア
ン
ネ
は
カ
ー
ル
五
世

（
４
）

の
理
髪
師
と
、
同
じ
名
の
娘
ア
ン
ネ
は
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
脱
匠
頭
と
結
婚
し
て
い
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
「
シ
ナ
根
の
書
簡
」
に
コ
ジ
モ
・
デ
イ
・
メ
ヂ
チ
（
後
述
）
へ
の
献
辞
を
書
い
て
い
る
弟
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
は
、
イ
タ
リ

（
４
）

ア
の
フ
ェ
ラ
ー
ラ
で
弁
護
士
を
開
業
し
て
い
た
が
、
後
に
医
学
を
学
び
、
ウ
イ
ー
ン
大
学
医
学
部
教
授
に
な
っ
た
。

（
４
）

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
は
一
五
四
三
年
に
、
母
は
一
五
五
三
年
に
死
去
し
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
先
祖
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
関
係
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
高
祖
父
ペ
ー
テ
ル
が
ハ
プ
ス
ブ
ル

二
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
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ク
家
出
身
の
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
侍
医
と
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。（

助
）

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
性
格
や
内
容
に
つ
い
て
、
最
近
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
専
門
害
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
帝
国
の
理
解
に
必
要
な
こ
と
を
述
べ
る
。

慣
習
を
追
認
す
る
形
で
発
布
さ
れ
た
金
印
勅
書
（
一
二
四
六
年
）
に
よ
っ
て
帝
国
の
法
的
性
格
が
確
定
し
た
。
こ
の
勅
耆
に
よ
っ
て
、
皇
帝

は
、
聖
界
、
非
聖
界
の
有
力
貴
族
、
七
人
の
選
帝
侯
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
従
兄
弟

で
そ
の
前
任
者
で
あ
っ
た
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
ニ
世
が
皇
帝
に
選
出
さ
れ
て
以
後
、
こ
の
制
度
は
形
式
的
に
残
さ
れ
た
ま
ま
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

（
岨
）
（
鋤
）

が
皇
帝
位
を
代
々
世
襲
し
、
い
わ
ゆ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
が
成
立
す
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
、
も
と
も
と
ス
イ
ス
の
小
領
主
で
あ
っ
た
。
一
度
ル
ド
ル
フ
が
皇
帝
に
選
出
さ
れ
た
が
（
ル
ド
ル
フ
一
世
）
、
ル
ド
ル

フ
の
死
後
は
皇
帝
位
は
再
び
他
の
家
系
に
移
っ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
皇
帝
位
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
年
ほ
ど
で
死
去
し

た
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
ニ
世
の
後
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
が
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
選
ば
れ
て
か
ら
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
子
が
マ
ク
シ
ミ
リ

（
Ⅳ
）

ア
ン
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
ろ
の
皇
帝
の
権
力
は
弱
く
、
諸
侯
や
都
市
の
意
向
に
左
右
さ
れ
、
権
力
が
あ
る
程
度
確
立
し
た
の
は
カ
ー

（
４
）

あ
る
↑ こ

の
論
文
の
参
考
文
献
に
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
ｚ
＆
閏
訂
且
）
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ド
ル
（
甸
愚
且
扁
）
と
い
う
地
名
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
生
ま
れ
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
で
学
ん
だ
青
年
時
代
ま
で
を
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
そ
の
近
郊
で
過
ご
し
た
。

カ
ー
ル
五
世
の
侍
医
に
な
っ
て
か
ら
も
主
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
住
み
、
ス
ペ
イ
ン
で
過
ご
し
た
の
は
晩
年
の
五
年
間
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で

が
皇
帝
位
を
代
々
世
襲
し
、
い
わ
ゆ
る
ハ
プ
ス
ブ
↓

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
、
も
と
も
と
ス
イ
ス
の
小
儘

フ
の
死
後
は
皇
帝
位
は
再
び
他
の
家
系
に
移
っ
た
。

た
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
ニ
世
の
後
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
荒

（
Ⅳ
）

ア
ン
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
ろ
の
皇
帝
の
権
圭

ル
五
世
以
後
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
あ
た
り
、
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
の
領
域
は
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
領

三
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
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（
眼
）

フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
な
ど
の
小
領
邦
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
低
地
諸
国
で
あ
る
。
低
地
を
、
土
地
の
ゲ
ル
マ
ン
系
言
語
で
呼
ぶ
と
ネ

ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
な
る
。
現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ｚ
８
国
冨
且
は
オ
ラ
ン
ダ
王
国
を
指
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
が
独
立
し
た
の
は
十
六
世
紀
の
終

わ
り
で
、
独
立
が
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
の
は
十
七
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
が
扱
う
時
代
に
は
、
ま
だ
オ
ラ
ン
ダ
と

い
う
国
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
、
地
域
名
で
あ
る
。
そ
の
東
半
分
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
宗
主
権
を
有
し
、

西
半
分
は
フ
ラ
ン
ス
王
国
が
宗
主
権
を
持
っ
て
い
た
が
、
毛
織
物
の
生
産
と
貿
易
に
よ
っ
て
得
た
こ
の
地
方
の
経
済
力
と
市
民
の
発
言
権
は

（
旧
）

強
く
、
領
主
の
権
力
も
宗
主
権
も
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
を
意
味
す
る
英
語
の
ｚ
①
言
の
１
“
且
の
〕
フ
ラ
ン
ス
語
の
顧
涜
国
四
の
が
い
ず
れ
も
複
数
形
な
の
は
、
こ
の
低
地
諸
国
か
ら

来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
・
オ
ラ
ン
ダ
と
い
う
国
名
は
国
○
房
目
か
ら
来
て
い
る
が
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
国
○
辰
己
は
国
名
で
な
く
、

（
蝿
）

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
を
含
む
有
力
州
の
名
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
時
代
に
は
、
ホ
ラ
ン
ト
伯
領
と
い
う
名
が
あ
っ
た
。

（
虹
）

カ
ー
ル
五
世
の
時
代
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ド
ル
と
い
う
地
名
が
よ
く
現
れ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
定
義
の
仕
方
に
よ
っ
て

そ
の
範
囲
は
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
南
西
寄
り
の
地
域
を
指
す
。
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
の
特
に
北
寄
り
の
地
域
は
、
北
部

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
呼
ば
れ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

割
拠
し
て
い
た
低
地
諸
国
全
体
を
支
配
下
に
置
き
、
こ
の
地
方
を
政
治
的
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
（
ヴ
ァ
ロ
ァ
朝
）
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公

（
照
）
（
”
宰

国
で
あ
る
。
ブ
ル
ゴ
ー
’
－
１
は
本
来
フ
ラ
ン
ス
中
部
の
一
地
域
で
、
か
っ
て
そ
の
西
半
分
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
領
、
東
半
分
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ

（
鯉
）

１
伯
領
で
ブ
ル
グ
ン
ド
と
呼
ば
れ
、
ブ
ル
グ
ン
ト
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
領
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
グ
ン
ド
も
後
に
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
り
、
現
在
に

十
四
世
紀
な
か
ば
、
フ
ラ
ン
ス
王
ジ
ャ
ン
ニ
世
の
末
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
王
か
ら
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
領
を
与
え
ら
れ
、
大
公
の
称
号
を

（
砧
）
（
配
）

受
け
た
。
こ
れ
が
（
ヴ
ァ
ロ
ア
朝
）
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
初
代
の
大
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
豪
勇
公
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の

（
略
）
（
”
二

継
承
者
マ
ル
グ
リ
ー
ト
と
結
婚
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の
支
配
権
を
得
た
。

至
っ
て
い
る
。
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ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
四
代
の
領
主
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
豪
勇
公
、
ジ
ャ
ン
無
畏
公
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
、
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
で
あ
る
。

（
脇
）

こ
れ
ら
の
大
公
は
、
婚
姻
や
武
力
に
よ
っ
て
周
囲
の
小
領
邦
を
支
配
下
に
置
き
、
こ
の
地
方
を
あ
る
程
度
統
一
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ

（
羽
）

の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
支
配
下
で
文
化
が
栄
え
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
名
著
『
中
世
の
秋
』
は
、
こ
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
を
舞
台
に
し
て
い
る
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
王
室
か
ら
分
か
れ
た
と
い
っ
て
も
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
フ
ラ
ン
ス
王
国
と
の
間
に
あ
っ
て
一
種
の

独
立
国
と
し
て
の
性
格
を
示
し
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
し
ば
し
ば
干
渉
し
、
そ
れ
と
対
立
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
は
、
本
来
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
と
共
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
重
視
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を

（
肌
）
（
脇
）
（
鋤
）

首
都
と
し
た
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
最
後
の
支
配
権
者
マ
リ
ー
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
地
方
に
お
け
る
ブ
ル
ゴ
ー
’
－

１
公
国
の
最
盛
期
の
版
図
は
、
低
地
諸
国
全
体
に
近
い
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
は
、
本
来
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
が
飛
び
地
に
な
っ
て
離
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
連
結
す
る
の

が
公
国
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
は
、
こ
の
悲
願
を
達
成
す
る
と
共
に
領
域
を
広
げ
よ
う
と
し
、
軍
事
行
動
に
出
た
が
、
こ
れ

（
Ⅲ
）
（
川
）
（
型
）

に
対
抗
し
た
ロ
レ
ー
ヌ
・
ア
ル
サ
ス
・
ス
イ
ス
連
合
軍
と
ナ
ン
シ
ー
で
戦
っ
て
敗
れ
、
戦
死
し
た
。
突
進
公
の
死
に
よ
っ
て
ブ
ル
ゴ
ー
’
－
１

公
国
は
勢
力
が
衰
え
、
フ
ラ
ン
ス
王
な
ど
、
権
力
の
空
白
を
狙
っ
た
諸
国
か
ら
侵
略
を
受
け
、
多
く
の
領
地
を
失
っ
た
。
大
公
の
一
人
娘
マ

リ
ー
は
、
公
国
の
権
益
を
維
持
す
る
た
め
、
以
前
か
ら
関
係
の
深
か
っ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
結
び
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
息
子
マ
ク
シ

（
Ｍ
｝

ミ
リ
ア
ン
と
結
婚
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
、
旧
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
支
配
権
を
得
た
の
で
あ
る
。

マ
リ
ー
は
、
一
四
八
二
年
、
結
婚
後
五
年
で
狩
猟
時
の
事
故
に
よ
っ
て
死
去
し
、
一
四
九
三
年
に
夫
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝

（
Ｍ
）
（
坊
）
（
蝿
）

と
な
る
の
を
見
ら
れ
ず
に
終
わ
る
が
、
息
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
娘
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
ら
の
子
を
残
し
た
。
こ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
後
に
フ
ィ
リ
ッ
プ

美
公
と
呼
ば
れ
、
カ
ー
ル
五
世
の
父
で
あ
る
。
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皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
マ
リ
ー
の
遺
児
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
を
ス
ペ
イ
ン
皇
太
子
フ
ァ
ン
と
結
婚
さ
せ
、
ま
た
同

（
Ｍ
）

じ
く
遺
児
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
を
ス
ペ
イ
ン
王
女
フ
ア
ナ
と
結
婚
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
二
重
結
婚
で
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
の

妹
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ア
ン
は
病
弱
で
早
く
死
去
し
、
そ
の
他
の
ス
ペ
イ
ン
王
子
も
早
世
し
て
男
系
の
継
承
者
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
ス

（
Ⅱ
）
（
虹
）

ペ
イ
ン
王
位
（
こ
の
時
点
で
は
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
位
）
の
継
承
権
は
フ
ァ
ナ
に
移
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
、
ス
ペ
イ
ン
の

三
国
の
う
ち
、
ス
ペ
イ
ン
だ
け
が
女
性
の
王
位
就
任
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ア
ナ
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
に
熱
烈
な
愛
を
注
い
だ
が
、

（
羽
）

両
親
の
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
ス
ペ
イ
ン
王
位
の
継
承
権
は
離
さ
な
か
っ
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
と
フ
ア
ナ
の
子
、
カ
ー
ル
が
皇
帝
と
ス
ペ
イ
ン
王
を
兼
ね
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
が
早
世
し
、
フ
ァ
ナ
は
狂
女
王

（
Ｍ
）
（
淵
）
（
茄
）

フ
ア
ナ
（
盲
目
巴
四
宮
８
）
の
名
の
よ
う
に
精
神
疾
患
に
か
か
り
、
幽
閉
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
フ
ア
ナ
は
形
式
上
は
ス
ペ
イ
ン
王
位
に
あ

っ
た
が
、
実
質
上
は
カ
ー
ル
が
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
と
し
て
統
治
を
行
い
、
ま
た
カ
ー
ル
は
祖
父
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
一
世
か
ら
は
皇

（
幻
）

帝
の
地
位
を
受
け
継
い
で
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
と
な
っ
た
。

カ
ー
ル
五
世
は
一
五
○
○
年
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
ゲ
ン
ト
（
ガ
ン
）
に
生
ま
れ
、
父
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
の
死
後
、
叔
母
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
に

（
別
）

養
育
さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
ス
ペ
イ
ン
皇
太
子
フ
ァ
ン
と
結
婚
し
た
が
、
夫
が
ま
も
な
く
死
去
し
、
再
婚
し
た
相

（
Ｍ
）

手
も
死
去
し
た
の
で
、
父
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
に
任
命
し
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
近

得
る
た
め
、
フ
ー

リ
ア
と
結
ん
だ
。

単
純
な
関
係
で
は
な
い
が
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
家
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ス
ペ
イ
ン
王
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス

と
の
対
立
関
係
を
め
ぐ
っ
て
早
く
か
ら
協
力
し
て
い
た
。
ス
イ
ス
は
、
か
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
れ
と
離
れ
て
独
立
を

得
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
と
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
方
、
ス
ペ
イ
ン
は
強
力
に
な
り
つ
つ
あ
る
隣
国
フ
ラ
ン
ス
に
対
抗
す
る
た
め
、
オ
ー
ス
ト

四
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ス
ペ
イ
ン
王
家
（
表
２
）
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表2神聖ローマ皇帝カール五世（スペイン王カルロスー世を兼ねる）の系譜

（主要人物のみ記載）

［スペイン王家］［ハプスブルク家］［ブルゴーニュ公家］

＊フリードリヒ三世＊シャルル突進公

（カトリック両王）

カスティリア女王イサベル＝＝＝アラゴン王フェルナンド＊マクシミリアン（一世)＝＝＝＝＊マリー

Ｋ
心
ヨ
キ
Ｈ
お
ｅ
型
価
入
や
γ
、
Ｋ
叫
冨
Ｎ
聖
喋

マルガレーテ

ーデルラント総督）

｜

フア ン

(早世）

＊
ネ

｜
｜
〃
く

一
一
巨
辰

一
一
Ｉ

フアナ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＊フィリップ美公

＊カー ル 五 世 フ ェ ル デ ィ ナ ン 卜

（カール五世退位後、皇帝）

＊フェリペニ世

(カール五世退位後、スペイン王）

＊印は、ヴェサリウスの先祖とヴェサリウス自身が、医師あるいは薬剤師として仕えた君主

カール五世は、皇帝・スペイン王の他に、フランドル伯など低地諸国について17の称号を持つ
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い
メ
ヘ
レ
ン
に
質
素
な
宮
殿
を
か
ま
え
、
二
十
数
年
間
善
政
を
敷
い
た
。
ま
た
卓
越
し
た
政
治
力
に
よ
っ
て
父
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
を
助
け
、

（
別
）

カ
ー
ル
五
世
の
皇
帝
選
出
に
も
働
い
た
。

カ
ー
ル
五
世
は
、
皇
帝
、
ス
ペ
イ
ン
王
と
し
て
の
称
号
の
他
に
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
、
エ
ノ
ー
伯
な
ど
、
祖
母
マ
リ
ｉ
か
ら
父
フ
ィ
リ
ッ
プ

（
Ⅲ
）

美
公
を
経
て
受
け
継
い
だ
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
各
領
主
の
称
号
十
七
個
も
有
し
た
。
江
村
は
、
カ
ー
ル
五
世
が
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
と
呼
ば
れ

（
別
）
（
旧
）
（
Ⅶ
）

た
と
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
カ
ー
ル
五
世
の
宮
殿
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
『
フ
ァ
ブ
リ
ヵ
」
扉
絵

の
文
章
の
意
味
を
考
え
る
と
き
に
関
係
す
る
。

カ
ー
ル
五
世
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語
と
し
て
暮
ら
し
、
そ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
王
に
な
っ
た
と
き
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
せ
な
か
っ
た
。
一
五

（
幻
）

一
七
年
、
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
入
り
し
た
と
き
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
へ
フ
ラ
ン
ド
ル
宮
廷
の
廷
臣
を
大
勢
連
れ
て
い
っ
て
摩
擦
を
起
こ
し
た
。
連

（
４
）

れ
て
行
か
れ
た
廷
臣
の
一
人
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
、
宮
廷
薬
剤
師
ア
ン
ド
リ
エ
ス
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
生
ま
れ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
、
も
と
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
領
で
、
後
に
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
首
都
と
な
っ
た
都
市
で
あ

（
１
）

る
。
パ
ロ
ン
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
が
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
領
で
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
広
義
の
フ

ラ
ン
ド
ル
地
方
に
属
す
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
一
五
一
四
年
に
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
最
後
の
支
配
権
者
マ
リ
ー
と
そ
の
後
継

者
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
は
す
で
に
死
去
し
て
お
り
、
支
配
を
受
け
継
い
だ
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
当
主
、
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
一
世
に
代
わ
っ

（
Ｍ
）

て
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
が
統
治
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
五
年
後
の
一
五
一
九
年
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
は
死
去
し
、

カ
ー
ル
が
支
配
権
を
継
承
す
る
。
カ
ー
ル
五
世
が
引
退
し
て
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
フ
ラ
ン
ド
ル
の
支
配
権
を
譲
っ
た
の
は
、
一
五
五
五
年
で

（
皿
）

あ
る
。
一
五
一
四
年
に
生
ま
れ
、
一
五
六
四
年
に
死
去
し
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
そ
の
生
涯
の
主
要
部
分
を
カ
ー
ル
五
世
の
支
配
下
で
送
っ

あ
る
。
一
五
扁

た
こ
と
に
な
る
。

五
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
出
版
と
カ
ー
ル
五
世
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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
成
人
後
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
、
パ
リ
大
学
に
学
ん
だ
が
、
パ
リ
大
学
の
教
育
に
満
足
で
き
ず
、
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァ

（
４
）
（
５
）

大
学
に
学
び
、
一
五
三
七
年
に
学
位
を
得
た
。
学
位
取
得
後
、
た
だ
ち
に
同
大
学
の
外
科
お
よ
び
解
剖
学
の
教
授
に
就
任
し
た
。
一
五
三
八

年
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
「
解
剖
学
図
譜
」
百
四
言
匿
の
四
国
禺
○
目
８
①
の
①
×
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
と
き
、
カ
ー
ル
五
世
は
フ
ラ
ン
ス
王
、
教

（
別
）

皇
と
の
三
者
会
談
に
臨
む
た
め
フ
ラ
ン
ス
の
一
一
ｌ
ス
に
い
た
が
、
供
奉
し
て
い
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
、
「
解
剖
学
図
譜
』

（
４
）

を
カ
ー
ル
五
世
に
献
上
し
、
こ
れ
か
ら
カ
ー
ル
五
世
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
こ
と
を
知
っ
た
。
『
解
剖
学
図
譜
』
は
カ
ー
ル
五
世
の
侍
医

（
４
）

ｚ
閏
Ｑ
９
勺
胃
蔚
ｐ
８
ｇ
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
ー
ル
五
世
は
、
自
分
宛
で
な
い
こ
の
書
を
快
く
受
け
取
っ
た
と
い
う
。
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
ー

上
甥

＝

》
る
が
、
カ
ー
ル
五
世
は
、
自
分
宛
で
な
い
こ
の
害
を
快
く
受
け
取
っ
た
と
い
う
。
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』

の
序
文
で
は
、
「
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
、
『
解
剖
学
図
譜
』
を
カ
ー
ル
五
世
の
高
覧
に
供

（
幻
）

識
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
。

り
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
一
五
四
三
年
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
を
出
版
す
る
。
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」

し
よ

（
”
｝
（
湖
）

草
庵
に
は
、
本
文
の
他
に
序
文
と
「
（
出
版
者
、
バ
ー
ゼ
ル
の
）
オ
ポ
リ
ヌ
ス
ヘ
の
手
紙
」
が
掲

雑
曄
載
さ
れ
て
お
り
、
序
文
は
カ
ー
ル
五
世
へ
の
献
辞
で
あ
る
。
序
文
の
前
の
方
に
は
、
解

下
の
剖
学
研
究
の
意
味
、
解
剖
学
が
軽
視
さ
れ
て
来
た
こ
と
へ
の
批
判
な
ど
が
書
か
れ
て
い

需
銅
る
が
、
後
の
方
に
は
「
も
し
こ
の
書
物
が
問
題
を
起
こ
し
た
ら
、
庇
護
を
お
願
い
す
る
」

ｊ
ｌ

ヵ
館
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
著
者
（
泉
）
は
か
っ
て
、
こ
れ
が
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
ス
ペ
イ
ン

瓢
繁
鮭
騨
諏
窪
窪
鰕

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で

２吉
云

あ
る
。
し
か
し
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
対
す
る
非
難
は
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
入
る
前
よ
り
も

写

後
の
方
が
む
し
ろ
盛
ん
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
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父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
地
位
を
継
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
扉
絵
の
下
端
に
は
ラ
テ
ン
語
の
文
章
が
あ
り
（
写
真
２
）
、
「
皇
帝
に
し
て
ガ
リ
ァ
の
王
た
る
陛
下
、
な
ら
び
に
ヴ
ェ
ネ
ッ

イ
ア
元
老
院
の
、
恩
恵
と
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
特
許
状
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
特
権
に
よ
り
」
（
注
六
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
海
賊
版

の
横
行
を
予
防
す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
が
、
カ
ー
ル
五
世
へ
の
献
辞
で
あ
る
序
文
と
共
に
、
「
フ
ァ
ブ
リ
ヵ
」
の
出
版
そ
れ
自
身
が
カ
ー
ル

五
世
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
元
老
院
と
い
う
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
当
時
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学

が
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ア
元
老
院
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
カ
ー
ル
五
世
と
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
元
老
院
と
両

（
”
）

方
か
ら
特
許
状
を
受
け
て
お
り
、
カ
ー
ル
五
世
か
ら
の
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
あ
っ
た
の
で
、
母
親
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

当
時
、
南
イ
タ
リ
ア
は
カ
ー
ル
五
世
の
支
配
下
に
あ
り
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ァ
も
カ
ー
ル
五
世
の
権
力
の
影
響
を
受
け
て
い
た

が
、
一
応
別
の
国
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
五
世
と
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ア
元
老
院
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）

ガ
リ
ソ
ン
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
時
代
を
「
長
い
退
屈
な
年
月
言
眉
》
扇
昌
○
巨
の
蔚
閏
の
こ
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
実

際
に
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
ほ
ど
の
人
が
そ
う
し
た
無
駄
な
時
間
を
費
や
す
筈
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
お
い
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
臨
床
家

と
し
て
誠
実
に
つ
く
し
、
い
く
つ
か
の
業
績
を
上
げ
た
。

（
５
）
（
６
）
（
岬
）
（
８
）
（
９
）

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
侍
医
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
一
五
四
三
年
、
一
五
四
四
年
、
一
五
四
六
年
の
諸
説
が
あ
る
。
ま

（
８
）

た
正
式
に
任
命
さ
れ
る
前
に
、
カ
ー
ル
五
世
の
軍
に
従
軍
し
た
と
の
記
載
も
あ
る
。

（
６
）
（
５
）

坂
井
建
雄
、
オ
マ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
一
五
四
三
年
八
月
、
ク
レ
ー
フ
ェ
公
領
へ
の
侵
攻
（
注
七
）
を
前
に
し
た
カ
ー

ル
五
世
に
拝
謁
し
、
ヲ
ア
ブ
リ
カ
」
と
更
ピ
ト
メ
ー
」
同
目
○
目
①
）
を
献
上
し
、
侍
医
に
任
命
さ
れ
た
。

パ
ド
ヴ
ァ
大
学
を
離
れ
た
後
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
ボ
ロ
ニ
ア
、
ピ
サ
で
講
義
や
解
剖
示
説
を
行
い
、
ま
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
支
配
者
コ
ジ

六
、
カ
ー
ル
五
世
の
侍
医
と
し
て
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モ
・
デ
イ
・
メ
デ
ィ
チ
（
メ
デ
ィ
チ
家
初
代
の
コ
ジ
モ
、
い
わ
ゆ
る
老
コ
ジ
モ
合
○
め
冒
○
竺
ぐ
①
ｇ
三
○
）
で
な
く
、
後
に
初
代
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
．

（
４
）

ジ
モ
一
世
と
な
っ
た
人
）
か
ら
ピ
サ
の
大
学
に
招
か
れ
た
が
辞
退
し
て
い
る
。

（
５
）

カ
ー
ル
五
世
の
時
代
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
侍
医
と
し
て
の
業
績
で
は
、
患
者
の
膿
胸
手
術
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
カ
ー
ル
五
世
の
軍
に
従
軍
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
カ
ー
ル
五
世
が
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
か
ら
よ
う
や
く
脱
出
し

た
と
き
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
こ
れ
に
同
行
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

カ
ー
ル
五
世
の
時
代
は
、
宗
教
改
革
の
時
代
で
あ
っ
た
。
宗
教
改
革
者
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
が
贈
宥
を
批
判
す
る
「
九
十
五
箇
条
の
提
題
」

（
〃
）
（
皿
）

を
発
表
し
た
の
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
て
三
年
後
の
一
五
一
七
年
で
あ
る
。
カ
ー
ル
五
世
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
融

（
別
）

和
に
努
め
た
が
成
功
せ
ず
、
晩
年
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
側
に
立
っ
た
。

同
盟
軍
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
と
皇
帝
軍
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
戦
っ
た
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
で
大
功
を
立
て
た
ザ
ク
セ
ン
公
モ
ー
リ
ッ
ッ

は
、
戦
後
処
理
の
中
で
皇
帝
に
批
判
的
に
な
り
、
一
五
五
一
年
十
月
と
一
五
五
二
年
五
月
、
皇
帝
が
滞
在
し
て
い
た
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
を
襄

（
型
）

っ
た
。
皇
帝
が
「
夜
逃
げ
す
る
よ
う
に
」
脱
出
し
た
の
は
、
後
の
と
き
で
あ
る
。

ラ
ァ
ブ
リ
ヵ
第
二
版
」
は
一
五
五
五
年
に
出
版
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
援
護
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
同
年
カ
ー
ル
五
世
は
、
キ
リ
ス
ト
教

（
３
）

徒
が
解
剖
学
に
従
事
す
る
こ
と
の
可
否
を
サ
ラ
マ
ン
カ
大
学
神
学
部
に
諮
問
し
、
可
と
の
回
答
を
得
た
。

カ
ー
ル
五
世
は
、
健
康
を
害
し
た
こ
と
（
暴
飲
暴
食
の
た
め
痛
風
を
病
ん
で
い
た
が
、
侍
医
た
ち
の
忠
告
を
聞
か
な
か
っ
た
）
、
長
く
戦
乱
の
中
で

苦
労
し
た
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
死
去
に
先
立
っ
て
公
的
生
活
か
ら
引
退
し
、
修
道
院
に
隠
棲
し
た
。
そ
の
最
初
と
し
て
、
一
五
五
五
年
十
月
、

（
別
）

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
支
配
権
を
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
讓
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
カ
ー
ル
五
世
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
宮
中
伯
の
称
号
を
授
与
し

（
鋤
）

宮
中
伯
と
い
う
称
号
は
、
時
代
に
よ
り
国
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。
宮
中
伯
は
官
職
を
意
味
す
る
が
（
日
本
に
お
け

る
ョ
－
ロ
ッ
パ
史
の
慣
習
で
は
、
官
職
の
場
合
に
伯
と
、
貴
族
称
号
の
場
合
に
伯
爵
と
、
訳
す
る
）
、
カ
ー
ル
五
世
の
時
代
、
宮
廷
画
家
テ
ィ
ッ
イ
ア

（
１
）
（
４
）

て
い
つ
つ
。
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（
４
）

－
ノ
も
宮
中
伯
の
称
号
を
受
け
て
お
り
、
貴
族
称
号
に
近
い
意
味
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
著
者
（
泉
）

が
宮
中
伯
認
可
状
の
ラ
テ
ン
語
を
部
分
的
に
し
か
理
解
で
き
な
い
の
で
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
祖
父
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト

も
騎
士
に
列
せ
ら
れ
た
が
、
宮
中
伯
の
称
号
は
一
家
の
中
で
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
み
で
あ
る
。

カ
ー
ル
五
世
の
引
退
後
、
皇
帝
位
は
弟
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
が
、
ス
ペ
イ
ン
王
位
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
支
配
権
は
嗣
子
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世

（
別
）

が
継
い
だ
。
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
宮
廷
に
お
け
る
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
業
績
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
ニ
世
の
事
故
の
際
の
診
療
（
一
五
五
九
年
）

と
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
皇
太
子
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
の
治
療
（
一
五
六
二
年
）
と
が
有
名
で
あ
る
。

カ
ー
ル
五
世
は
フ
ラ
ン
ス
王
と
長
く
対
立
し
て
い
た
が
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
フ
ラ
ン
ス
王
と
和
解
す
る
こ
と
を
望
み
、
そ
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
フ
ラ
ン
ス
王
女
と
結
婚
す
る
こ
と
を
図
っ
た
。
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
夫
婦
運
が
悪
く
、
た
び
た
び
妻
に
死
な
れ
、
生
涯
に
四
回
結
婚
し

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
王
女
と
の
結
婚
式
に
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
直
接
出
席
し
な
か
っ
た
が
、
ア
ル
バ
公
を
遣
わ
し
て
代
理
結
婚
を
行
っ
た
。
ア

ン
リ
ニ
世
の
事
故
は
、
こ
の
結
婚
式
の
祝
賀
行
事
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
馬
上
試
合
の
際
に
起
こ
っ
た
。
ア
ン
リ
ニ
世
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
貴
族
の
一
員
と
戦
い
、
た
ま
た
ま
兜
の
頬
当
が
上
が
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
間
に
木
製
の
槍
が
入
り
込
み
、
槍
が
折
れ
て
そ
の

（
４
）

一
部
が
右
目
の
付
近
に
さ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ン
プ
ロ
ア
ー
ズ
・
パ
レ
が
こ
の
事
故
の
治
療
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
有
名
で
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
か
ら
治
療
を
命
じ
ら
れ
た
ヴ
ェ
サ
リ
ゥ
ス

も
、
パ
レ
の
治
療
を
追
認
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
名
声
を
高
め
た
の
は
、
ア
ン
リ
ニ
世
の
死
後
に
解
剖
を
行
っ
て

（
４
）

そ
の
病
状
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

（
‘
４
）
（
５
）

こ
の
年
一
五
五
九
年
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
従
い
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
去
っ
て
ス
ペ
イ
ン
に
移
っ
た
。

七
、
ア
ン
リ
ニ
世
の
事
故
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（
訓
）

れ
に
求
め
て
い
る
文
献
も
あ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
に
出
た
経
緯
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

カ
ー
ル
五
世
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
と
な
っ
た
と
き
に
フ
ラ
ン
ド
ル
宮
廷
か
ら
多
く
の
廷
臣
を
連
れ
て
行
っ
て
摩
擦
を
起
こ
し
た
。
一
時
は
、

フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
で
な
い
も
の
は
低
く
見
ら
れ
る
な
ど
の
状
態
に
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
起
こ
っ
た
内
乱
、
コ
ム
ネ
ロ
ス
の
乱
の
原
因
を
こ

負
傷
の
後
、
熱
が
出
て
下
が
ら
ず
、
侍
医
た
ち
が
種
々
治
療
し
た
が
軽
快
し
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
命
じ
ら

（
１
）

れ
て
治
療
に
赴
き
、
眼
窩
を
穿
刺
し
た
。
医
史
学
の
文
献
で
は
、
こ
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
治
療
に
よ
っ
て
症
状
が
軽
快
し
た
と
書
か
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
治
療
は
、
必
ず
し
も
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
４
）

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
、
治
療
が
は
か
ば
か
し
く
な
い
と
病
室
に
聖
遺
物
を
置
か
せ
た
。
治
癒
を
祈
っ
て
、
鞭
打
ち
行
者
の
行
列
も
行
わ
れ
た

（
１
）

と
い
う
。
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
が
治
癒
し
た
の
は
聖
遺
物
の
お
か
げ
、
と
い
う
考
え
も
強
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ド
ー
ン
。
，

－
）
て
、
辛
め
↓

（
１
）
（
一
り
）

の
で
あ
る
。

ド
ン

（
抑
）
（
弧
）

ら
れ
る
。

し
か
し
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
、
ス
ペ
イ
ン
育
ち
で
、
外
国
へ
出
た
事
も
少
な
く
、
カ
ー
ル
五
世
時
代
に
小
さ
く
な
っ
て
不

九
、

八
、
ド
ン

・
功
ル
ロ
ス
の
負
傷
の
経
過
で
多
く
の
文
献
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、
下
級
廷
臣
の
娘
と
恋
仲
に
な
り
、
逢
引
の
場
所
へ
行
こ
う
と

あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
帰
ろ
う
と
し
て
、
暗
い
階
段
を
踏
み
外
し
、
鍵
が
閉
ま
っ
て
い
た
扉
に
頭
を
打
ち
つ
け
て
負
傷
し
た
と
い
う
も

弄
り
）

・
カ
ル
ロ
ス
は
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
皇
太
子
で
、
後
に
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
か
ら
監
禁
さ
れ
る
な
ど
、
父
子
葛
藤
の
主
人
公
と
し
て
知

エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼

カ
ル
ロ
ス

の
治
療
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満
を
か
こ
っ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
系
廷
臣
が
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
時
代
に
な
っ
て
威
張
り
始
め
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

（
４
）
（
５
）

ス
は
、
一
五
五
九
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
ス
ペ
イ
ン
ヘ
移
り
、
一
五
六
四
年
に
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
に
出
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
宮
廷
の
空

気
も
一
つ
の
原
因
で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

た
だ
し
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
対
す
る
信
頼
は
厚
く
、
先
に
述
べ
た
二
件
の
事
故
に
対
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ヴ
ェ

（
４
）

サ
リ
ウ
ス
の
死
後
、
遺
族
に
手
厚
く
報
い
た
こ
と
が
そ
の
表
れ
で
あ
る
。

（
４
）
Ｉ
（
６
）

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
一
五
六
四
年
十
月
、
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
の
帰
途
、
地
中
海
の
島
で
死
去
し
た
。

一
○
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
と
天
正
遣
欧
使
節

（
犯
）
（
棚
）

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
、
一
五
八
四
年
十
一
月
十
四
日
、
わ
が
天
正
遣
欧
使
節
を
引
見
し
て
い
る
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
を
去

り
、
死
去
し
た
後
で
、
天
正
遣
欧
使
節
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
会
っ
て
い
な
い
。
双
方
の
間
に
は
ち
ょ
う
ど
二
十
年
の
間
が
あ
り
、
遣
欧
使
節

実
現
の
中
心
と
な
っ
た
バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
巡
察
師
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
同
じ
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
の
出
身
だ
が
、
学
位
取
得
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
ち

（
粥
）

よ
う
ど
二
十
年
後
（
一
五
五
七
）
で
あ
る
。

は
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
ブ
一

重
要
な
人
物
で
あ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
医
学
史
上
の
業
績
が
あ
ま
り
に
も
偉
大
で
あ
る
た
め
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
一
般
史
的
背
景
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
侍
医
と
し
て
仕
え
た
カ
ー
ル
五
世
は
近
世
ョ
－
ロ
ッ
パ
史
の
重
要
人
物
で
あ
り
、
ま
た
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世

は
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
最
初
の
人
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
史
上
、
ま
た
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
の
占
め
る
役
割
か
ら
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
史
上
、

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
系
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
お
よ
び
そ
の
縁
戚
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
ハ

一
、
考
案



鵬
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
重
要
性
は
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
、
英
国
、

６

ス
ペ
イ
ン
等
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
文
化
的
影
響
を
め
ぐ
っ
て
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
重
要
性
は
極
め
て
大
き

い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
自
身
あ
る
い
は
先
祖
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
に
よ
っ
て
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
史
の
重
大
な
局
面
に
立
ち
会
っ
た
の
で
あ
る
。

『
フ
ァ
ブ
リ
ヵ
』
が
生
ま
れ
た
背
後
に
、
印
刷
術
の
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
が
美
術
史
上
重
要
な
時
期

で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
い
。
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
画
家
は
、
一
般
に
は
フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
の
フ
ァ
ン
・
カ
ル
カ
ー
ル
言
四
国
８
－
の
閏
）
と

（
４
）
（
６
）

ス
さ
れ
て
い
る
が
、
坂
井
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
フ
ァ
ン
・
カ
ル
カ
ー
ル
は
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ア
派
の
巨
匠
テ
ィ
ッ
ィ
ア
ー
ノ
の
弟
子
で
あ
り
、

ウリ
美
術
史
上
の
大
き
な
流
れ
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

サ壷
中
世
風
、
ピ
ザ
ン
チ
ン
風
の
平
面
的
な
画
法
か
ら
離
れ
て
、
十
五
世
紀
に
遠
近
法
が
発
明
さ
れ
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
空
気
を
背
景
に
、
人
体

（
洲
）

麺
も
写
実
的
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
・
油
絵
の
技
法
も
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
画
家
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
（
弟
ヤ
ン
・
一
三
八
九
ご
ろ
’
一
四
四
一
）

瘤
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
な
ら
ん
で
、
解
剖
学
に
お
け
る
言
献
が
指
摘
さ
れ
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
イ
ン
チ
は
、
ヴ
エ

（
洲
）

『
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
て
五
年
後
の
一
五
一
九
年
に
死
去
し
て
い
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
芸
用
解
剖
学
的
観
点
か
ら
解
剖
学
的
観
察
に
進
ん
だ

ス．
．
が
、
そ
の
基
礎
に
は
、
こ
の
よ
う
な
美
術
史
上
の
発
展
が
あ
っ
た
。
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
肖
像
画
の
傑
作
を
残
し
た
ア
ル
プ
レ
ヒ

助之
卜
・
デ
ュ
ラ
ー
が
、
優
れ
た
銅
板
画
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
発
展
は
、
十
六
世
紀
に
出
版
さ
れ
た
『
フ
ァ
ブ

彪
（
７
）

泉
リ
カ
』
の
図
版
（
銅
板
画
で
な
く
木
版
画
だ
っ
た
が
）
の
レ
ベ
ル
に
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
中
心
都
市
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
生
ま
れ
、
生
活
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ル
は
、
毛
織
物
生
産
と
貿
易
に

よ
っ
て
高
い
経
済
成
長
を
達
成
し
、
そ
れ
を
基
盤
に
高
度
の
文
化
と
市
民
意
識
を
得
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
高
め
た
の
が
、
ブ
ル
ゴ
ー
’
－

１
公
国
の
文
化
政
策
、
特
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
文
化
的
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
・
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ル
と
の
関
係
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
業
績
に
影
響
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

坂
井
建
雄
か
ら
提
起
さ
れ
た
「
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
な
ぜ
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
侍
医
と
な
る
道
を
選
ん
だ
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
考
え
て
き
た
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つ間
たに
○，

当
時
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
は
絶
対
王
制
へ
進
み
つ
つ
あ
り
、
ま
た
ブ
ル
・
コ
ー
ニ
ュ
公
国
は
行
政
制
度
の
整
備
に
努
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

近
代
国
家
へ
の
歩
み
は
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
の
権
力
を
持
つ
の
は
各
地
の
個
々
の
領
主
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
領
主
は
、
権
力
集
団
と
し

て
軍
事
・
外
交
・
行
政
・
家
政
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
方
で
こ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
権
力
に
近
い
地
位
を
守

る
た
め
に
、
そ
の
地
位
を
代
々
受
け
継
い
だ
。
こ
う
し
た
地
位
は
必
ず
し
も
専
門
職
で
は
な
く
、
複
数
の
職
務
を
担
当
し
た
。
宮
廷
画
家
や

宮
廷
薬
剤
師
も
例
外
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
嫡
出
承
認
害
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
宮
中
伯
認
可
状
に
は
、
ア
ン
ド

（
３
）
（
１
）

リ
エ
ス
が
「
侍
者
に
し
て
薬
剤
師
」
（
ぐ
胃
再
号
の
冨
冒
耳
①
倶
四
ｇ
ｏ
胃
四
一
昂
）
（
注
八
）
、
（
２
豆
８
房
２
９
日
日
肖
一
の
宮
ご
と
言
か
れ

家
の
家
子
郎
党
で
、
ヴ
｝

い
だ
の
で
は
な
い
か
。
沖

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
４
）

日
時
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
一
五
四
三
年
に
死
去
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
ス
ペ
イ
ン

（
５
）
（
６
）
（
川
）

宮
廷
に
は
い
っ
た
の
は
、
一
五
四
三
年
八
月
あ
る
い
は
一
五
四
四
年
と
す
る
も
の
が
多
い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
は
い
わ
ば
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
家
子
郎
党
で
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
廷
臣
と
し
て
保
っ
て
い
た
地
位
を
、
父
の
死
後
受
け
継

い
だ
の
で
は
な
い
か
。
ク
レ
ー
フ
ェ
近
郊
で
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
カ
ー
ル
五
世
に
会
っ
た
の
は
、
い
わ
ば
そ
の
「
お
目
見
え
」
の
儀
式
だ
っ
た

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
宮
中
伯
は
、
官
職
称
号
な
の
で
世
襲
で
き
な
い
。
ま
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
は
男
子
の
後
継
者
が
な
く
、
廷
臣
と
し
て
の

（
１
）

地
位
を
継
が
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
限
界
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
宮
中
伯
の
称
号
を
得
た
こ
と
は
、
廷

臣
一
家
の
一
人
と
し
て
も
破
格
の
待
遇
で
あ
り
、
カ
ー
ル
五
世
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
対
す
る
卓
越
し
た
評
価
を
し
め
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
医
学
史
上
の
業
績
が
ど
ん
な
に
偉
大
で
あ
っ
て
も
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
人
生
針
路
で
は
、

●
ハ
ド
ヴ
ァ
大
学
に
お
け
る
期
間
は
廷
臣
と
し
て
の
準
備
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
想
像
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
批
判

て
い
る
０

著
者
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
世
襲
職
で
あ
る
廷
臣
一
家
の
一
人
と
し
て
、
父
の
跡
を
継
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
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｛
圧

（
４
）

（
注
ニ
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
母
は
英
国
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ク
ラ
ッ
ブ
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
オ
マ
リ
ー
は
こ

（
５
）

の
説
を
否
定
し
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
出
身
と
し
て
い
る
。

（
注
三
人
の
名
前
は
、
母
語
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
初
代
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
公
と
結
婚
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の
継
承
者
は
マ
ル
グ
リ

ー
ト
（
母
語
”
フ
ラ
ン
ス
語
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
ワ
ロ
ン
語
）
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
マ
リ
ー
の
継
母
で
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
の
後
妻
は
英
国
出
身
で
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
（
母
語
“
英
語
）
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
は
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
（
母
壺
明
ド
イ
ツ
語
）
で
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で

は
「
ア
ウ
ス
ト
リ
ァ
の
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
」
（
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
語
に
よ
る
表
記
？
）
と
呼
ば
れ
た
。

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
は
、
言
語
的
に
非
常
に
複
雑
な
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
時
代
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
系

（
旧
）
（
あ
）

と
ケ
ル
ト
系
、
後
に
ラ
テ
ン
系
の
住
民
と
が
お
り
、
そ
の
た
め
言
語
的
に
も
二
種
、
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
語
（
ゲ
ル
マ
ン
語
派
低
地
ド
イ
ツ
語
系
（
オ
ラ

（
鰯
）
（
妬
）

ン
ダ
語
系
）
、
別
名
ヴ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
マ
ン
語
）
と
フ
ラ
ン
ス
語
（
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
ワ
ロ
ン
語
）
に
分
か
れ
て
、
「
言
語
戦
争
」

（
銅
）

な
ど
種
々
の
葛
藤
を
起
こ
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ル
語
と
い
う
言
葉
は
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
語
と
同
義
と
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
系

の
ワ
ロ
ン
語
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
時
代
の
文
章
用
語
が
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
た
め
、
史
料
に
は
多
く
ラ
テ
ン
化
し
た
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、
参
照
し
た
文
献
で
は
、
人

名
が
ラ
テ
ン
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
等
で
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
原
名
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
カ
ー
ル
五
世
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
と
し
て
は
カ
ー
ル
五
世
、
ス
ペ
イ
ン
王
と
し
て
は
カ
ル
ロ
ス
一
世
と
呼
ば
れ
る
が
、
カ
ー
ル
五
世
の
母

語
は
フ
ラ
ン
ス
語
（
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
ワ
ロ
ン
語
）
で
、
祖
父
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
に
な
ら
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
、
本
来
の
名
は
シ
ャ
ル
ル
で

（
幻
）
（
１
）

あ
る
。
ま
た
ラ
テ
ン
語
で
は
、
、
閏
○
旨
の
と
書
か
れ
て
い
る
。

に
待
ち
た
い
。

謝
辞
種
々
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
坂
井
建
雄
教
授
に
深
謝
す
る
。

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
十
六
年
五
月
、
第
一
○
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
）
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ヨ
ハ
ネ
ス
は
、
ラ
テ
ン
名
で
あ
る
。

（
師
）

（
注
四
）
現
代
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
地
図
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
地
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
地
方
は
、
ド
イ
ツ
国
境
が
オ
ラ
ン
ダ
に
向
っ
て

張
り
出
し
て
い
る
地
域
で
、
い
わ
ゆ
る
低
ラ
イ
ン
地
方
、
州
名
は
北
ラ
イ
ン
・
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
で
あ
る
。

ラ
イ
ン
河
右
岸
に
は
、
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
（
弓
の
⑳
里
）
が
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
一
家
の
出
身
地
と
さ
れ
る
地
名
で
、
弓
⑦
め
里
は
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
か
ら
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ル
ン
ヘ
ム
ヘ
向
う
鉄
道
の
中
間
点
に
あ
る
。

ラ
イ
ン
河
左
岸
に
は
、
道
路
に
沿
い
、
ほ
ぼ
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
の
対
岸
か
ら
下
流
に
向
っ
て
、
ク
サ
ン
テ
ン
（
〆
自
蔚
己
、
カ
ル
カ
ー
ル
（
【
四
房
閏
）
、
ク

（
認
）

レ
ー
フ
ェ
（
冒
習
の
）
の
地
名
が
見
ら
れ
る
。
問
四
三
ｇ
は
ロ
ー
マ
軍
団
が
ラ
イ
ン
防
衛
の
基
地
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
関
係
は
な
い
が
、

低
ラ
イ
ン
地
方
の
代
表
的
な
地
名
と
し
て
挙
げ
た
。
前
に
の
べ
た
よ
う
に
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
あ
る
い
は
『
解
剖
学
図
譜
」
の
画
家
と
さ
れ
る
フ
ァ
ン
・

カ
ル
カ
ー
ル
の
名
は
出
身
地
か
ら
き
て
い
る
が
、
愚
四
房
胃
は
そ
の
出
身
地
で
あ
ろ
う
。
バ
ロ
ン
は
、
「
ｇ
言
閏
は
嗣
農
岸
冑
と
書
か
れ
、
ク
レ
ー
フ
ェ
公

（
４
）

領
の
小
さ
な
村
で
、
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
か
ら
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
フ
ァ
ン
・
カ
ル
カ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ド
ル
人
と
さ
れ
る

が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
地
方
か
ら
移
住
し
た
一
家
と
思
わ
れ
る
。

巴
の
ぐ
①
は
Ｑ
２
①
と
も
書
か
れ
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
（
大
選
帝
侯
）
が
発
布
し
た
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

（
洲
）

医
事
勅
令
の
冒
頭
に
大
選
帝
侯
の
領
地
を
列
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
Ｑ
①
く
の
と
書
か
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
時
代
に
は
、
ヴ
ェ
ー

ゼ
ル
は
ク
レ
ー
フ
ェ
公
領
に
属
し
て
い
た
が
、
現
在
は
国
①
く
①
よ
り
雪
朗
里
の
方
が
大
き
い
。
雷
①
房
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ネ
イ
メ
ー
ヘ
ン
に
近
い
位
置

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
自
身
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
い
う
名
前
も
ラ
テ
ン
名
で
あ
り
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
い
う
の
も
乏
隅
里
と
い
う
先
祖
の

（
４
）
（
５
）
（
４
）

出
身
地
か
ら
来
た
ラ
テ
ン
名
で
、
本
来
の
姓
は
乏
三
侭
あ
る
い
は
三
三
月
〆
等
（
正
書
法
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
、
い
ろ
い
ろ
に
表
記
さ
れ
た
）
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
フ
ァ
ン
・
カ
ル
カ
ー
ル
と
い
う
の
も
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
も
、
出
身
地
名
で
姓
で
は
な
い
。
一
次

史
料
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
家
の
人
名
は
、
文
中
で
は
通
説
に
従
っ
て
記
載
す
る
。

（
４
）

（
注
三
）
バ
ロ
ン
は
ョ
ハ
ネ
ス
の
署
名
を
著
書
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
ョ
ハ
ン
と
読
め
る
。
本
名
は
ョ
ハ
ン
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
注
五
）
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
が
叙
さ
れ
た
騎
士
は
、
「
金
羊
毛
の
騎
士
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
金
羊
毛
騎
士
団
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
三
代
目
の
フ
ィ
リ

ッ
プ
善
良
公
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
後
に
騎
士
の
任
命
権
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
移
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル

娠
幸
の
プ
ｏ
Ｏ
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（
注
六
）
｝

真
参
照
）
。

ｇ
豈
昌
８
＄
胃
①
開
巨
巴
①
里
．
⑦
巴
盲
目
目
詞
侭
尉
》
肖
艀
］
国
口
勗
ぐ
①
ロ
呂
唱
胃
国
２
頁
目
汚
唱
Ｐ
員
ヨ
昌
亘
○
日
曾
尉
ｇ
冒
邑
①
目
８
昌
旨
里
昌
・
ゞ
〕（

一
切
）

問
題
は
、
⑦
四
三
ｍ
目
目
詞
①
四
の
（
ガ
リ
ア
王
の
）
で
、
一
般
に
は
フ
ラ
ン
ス
王
と
訳
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
オ
マ
リ
ー
は
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

し
か
し
著
者
は
、
次
の
理
由
か
ら
本
文
の
よ
う
に
訳
し
た
。
（
１
）
胃
の
前
に
コ
ン
マ
が
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
三
者
は
併
記
で
な
く
、
コ
ン
マ
の
前
は
同

一
人
物
を
指
す
と
考
え
た
。
（
２
）
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
オ
ポ
リ
ヌ
ス
ヘ
の
手
紙
」
で
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
、
モ
ン
ペ
リ
エ
の
司
教
が
ヴ
ェ

（
酷
）

サ
リ
ウ
ス
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
王
か
ら
認
可
状
を
得
よ
う
と
し
た
が
失
敗
し
、
自
分
は
こ
れ
以
上
認
可
状
を
求
め
る
気
は
な
い
と
書
い
て
お
り
、
こ
れ
に

関
連
し
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
王
室
と
接
触
し
た
と
い
う
記
録
が
な
い
こ
と
、
（
３
）
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
カ
ー
ル
五
世
の
宿
敵
で
、

（
皿
）

と
く
に
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
出
版
前
年
の
一
五
四
二
年
夏
、
カ
ー
ル
五
世
に
宣
戦
布
告
し
、
和
平
が
成
立
し
た
の
は
出
版
翌
年
で
あ
り
、
従
っ
て
「
フ
ァ
ブ

リ
カ
」
の
出
版
さ
れ
た
一
五
四
三
年
六
月
は
対
立
の
最
中
で
、
こ
の
時
期
、
カ
ー
ル
五
世
へ
の
献
本
に
フ
ラ
ン
ス
王
の
名
が
大
き
く
書
か
れ
る
こ
と
は
考

（
”
）

え
に
く
い
こ
と
、
（
４
）
カ
ー
ル
五
世
の
特
許
状
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
置
い
て
あ
り
、
母
親
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
特

許
状
は
、
カ
ー
ル
五
世
が
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
あ
る
い
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
な
ど
の
称
号
で
下
付
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
こ
と
、
（
５
）
同
じ
こ
ろ
の
史
料
に
、

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
を
「
ガ
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
カ
の
伯
」
と
呼
び
、
こ
の
地
位
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
か
ら
カ
ー
ル
五
世
を
経
て
受
け
継
が
れ
た
と
し
て
い
る
も
の

（
㈹
）

が
あ
る
こ
と
。
印
哩
印
の
主
格
吊
〆
は
、
普
通
、
王
と
訳
さ
れ
る
が
、
本
来
の
意
味
は
統
治
者
で
あ
り
、
伯
と
い
う
称
号
と
矛
盾
し
な
い
。

（
４
）

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
承
認
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
は
、
「
ガ
リ
ア
王
の
」
と
い
う
語
句
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
こ
の
文
章
の
解
読
に
、
医
の
博
物
館
（
新
潟
）
の
拡
大
展
示
が
有
益
で
あ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
）

（
注
七
）
ク
レ
ー
フ
ェ
公
領
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
属
す
る
が
、
そ
の
位
置
か
ら
フ
ラ
ン
ス
と
関
係
が
深
く
、
ク
レ
ー
フ
ェ
公
は
し
ば
し
ば
皇
帝
に
反
抗

（
剛
）

し
た
。
江
村
洋
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
間
の
、
長
年
に
わ
た
る
紛
争
の
震
源
地
と
も
い
う
べ
き
ク
レ
ー
フ
ェ
」
と
書
い
て
い
る
。

ク
レ
ー
フ
ェ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ク
レ
ー
ヴ
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
最
初
の
心
理
小
説
と
さ
れ
る
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
「
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
」

（
ご
臣
も
同
旨
吊
朋
の
号
口
響
閉
》
〉
）
に
出
て
く
る
ク
レ
ー
ヴ
公
は
、
ク
レ
ー
フ
ェ
の
領
主
と
思
わ
れ
る
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人

は
十
七
世
紀
の
人
だ
が
、
こ
の
小
説
の
舞
台
は
十
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
ニ
世
の
時
代
で
、
ア
ン
リ
ニ
世
の
事
故
の
話
も
出
て
い
る
。
文
中
、
次

（
略
）
（
型
）

ク
が
分
か
れ
た
後
は
、
両
家
が
任
命
権
を
持
っ
た
。
こ
の
騎
士
位
は
、
英
国
の
ナ
イ
ト
な
ど
よ
り
重
い
。

（
注
六
）
こ
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
扉
絵
下
端
の
文
章
の
訳
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
あ
り
う
る
と
思
う
の
で
説
明
し
た
い
。
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
写
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の
描
写
は
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
派
遣
さ
れ
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
そ
の
頃
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
ご
滞
在
中
の
イ
ス
パ
ニ
ア
王
は
、
こ
の
出
来
事
を
お
知
り
に
な
る
と
、
名
医
の
名
も
高
い
医
師
を
お
っ
か
わ
し
に
な
り

（
狐
）

ま
し
た
。
こ
の
医
師
の
見
立
で
は
、
国
王
さ
ま
の
お
癒
り
に
な
る
見
こ
み
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
（
川
村
克
己
訳
）
」

（
３
）

（
注
八
）
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
嫡
出
承
認
害
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
古
い
時
代
の
た
め
か
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
フ
ラ

ン
ス
語
系
言
語
ワ
ロ
ン
語
の
影
響
か
、
綴
り
、
単
語
、
文
体
な
ど
が
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
と
多
少
異
な
っ
て
い
る
。
ぐ
胃
毎
日
の
ｏ
ｇ
日
冒
①
は
現
在
の
ご
巴
２

号
の
冨
旦
〕
月
（
召
使
）
で
、
ま
た
四
弓
呂
８
弓
①
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
書
に
は
薬
剤
師
の
古
語
と
し
て
ｇ
ｏ
号
旨
昌
‐
の
の
綴
り
で
出
て
い
る
。

（
１
）
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
宮
中
伯
認
可
状
、
文
献
（
４
）
二
七
五
’
二
八
○
頁

（
２
）
シ
邑
号
①
四
の
ご
①
の
閏
旨
堕
○
ご
牙
の
甸
四
ご
Ｈ
片
（
鷆
吾
の
国
巨
目
四
国
画
○
・
富
国
○
ｓ
〈
閂
弓
｝
〕
①
国
○
国
①
の
四
口
ｑ
○
四
『
三
ｍ
ｍ
①
》
（
耳
幽
吊
一
．
豆
『
弓
．
両
国
の
寄
号
○
己
・

ｚ
ｏ
Ｈ
ョ
四
コ
も
匡
亘
厨
三
国
頤
の
巴
】
国
・
曽
目
Ｑ
門
○
》
巴
麗

（
３
）
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
嫡
出
承
認
害
、
文
献
（
４
）
二
八
一
’
二
八
二
頁

（
４
）
］
○
＄
国
閏
○
一
］
恩
『
鼠
己
①
国
醇
昌
刷
の
ぐ
①
の
昌
○
ゞ
普
く
己
四
宮
○
一
〕
国
（
ア
ン
ド
レ
ァ
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
そ
の
生
涯
と
業
績
）
、
９
国
の
①
旨

普
Ｒ
１
ｇ
号
冒
蔚
昌
隠
凰
（
旨
＄
○
話
貝
国
８
砂
冨
且
１
具
ら
弓

（
５
）
チ
ャ
ー
ル
ス
．
Ｄ
・
オ
マ
リ
ー
著
、
坂
井
建
雄
訳
『
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
－
５
１
４
１
１
５
６
４
』
、
エ
ル
ゼ

ピ
ァ
・
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ク
ス
、
東
京
、
二
○
○
一

（
６
）
坂
井
建
雄
『
謎
の
解
剖
学
者
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
」
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
一
九
九
九

（
７
）
坂
井
建
雄
「
解
剖
学
の
父
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
そ
の
十
」
「
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
」
一
九
巻
三
号
、
二
三
○
’
二
三
五
頁
、
二
○
○
二

（
８
）
小
川
政
修
「
西
洋
医
学
史
』
、
日
新
書
院
、
東
京
、
一
九
四
四

（
９
）
小
川
鼎
三
『
医
学
の
歴
史
」
、
中
公
新
書
、
一
七
版
、
一
九
七
四

（
、
）
川
喜
田
愛
郎
「
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
（
上
）
」
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
七

（
Ⅱ
）
の
胃
国
ｍ
Ｏ
ｐ
》
甸
・
，
国
．
恥
シ
邑
冒
可
○
Ｑ
屋
ｇ
ざ
国
８
９
①
困
涜
言
）
ご
旦
冨
の
９
９
国
①
》
芦
面
①
Ｑ
》
君
、
．
国
．
印
画
亘
。
Ｑ
①
易
》
国
豈
鯉
旦
⑦
言
巨
四
四
］
己
Ｆ
ｏ
］
己
○
口
》
己
馨

（
胆
）
○
ｇ
億
二
○
己
》
崖
．
言
’
四
コ
の
一
胃
①
ｑ
す
ぐ
回
国
【
日
日
一
誉
四
冑
）
恥
シ
国
目
の
８
昌
旦
三
①
ｓ
ｏ
言
の
》
聟
・
ａ
．
》
シ
、
少
．
【
ロ
○
頁
．
ｚ
①
弓
尽
○
号
》
乞
認

参
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史
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ｌ
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○
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Ｆ
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ｐ
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①
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社
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京
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○
○
三

（
洲
）
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
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ソ
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著
、
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訳
『
女
王
フ
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ナ
」
、
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川
文
庫
、
二
○
○
四

（
”
）
「
フ
ァ
ブ
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カ
」
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文
、
文
献
（
２
）
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昌
ｌ
寺
三
頁

（
調
）
「
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
オ
ポ
リ
ヌ
ス
ヘ
の
手
紙
」
、
文
献
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２
亘
買
’
一
曽
頁

（
羽
）
藍
（
Ｃ
Ｏ
匡
昌
）
ロ
巴
胃
言
①
》
》
・
弓
画
①
ｚ
①
乏
国
口
の
国
ｇ
ｏ
ロ
四
①
昌
四
団
司
邑
国
ヨ
の
四
〕
ぐ
○
一
．
や
》
翌
１
割
ロ
》
両
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の
胃
一
○
℃
四
⑯
島
四
国
［
一
国
昌
の
四
ゞ
言
の
．
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鋤
）
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ヶ
著
、
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史
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史
叙
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京
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九
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）
牌
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扁
吋
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の
）
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①
産
四
目
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版
年
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記
）
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
歌
劇
「
ド
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・
カ
ル
ロ
」
（
上
記
シ
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ー
の
戯
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に
よ
る
）

（
兜
）
松
田
毅
一
『
史
證
天
正
遣
欧
使
節
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、
講
談
社
、
東
京
、
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七
七

（
認
）
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り
『
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・
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』
、
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、
東
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、
二
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○
三

（
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）
「
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波
・
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世
界
人
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辞
典
」
、
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書
店
、
東
京
、
一
九
九
七
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（
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９
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⑱
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ぐ
皀
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留
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鵠
）
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生
「
す
べ
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は
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ー
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Ｘ
」
、
二
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七
、
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頁
、
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社
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京
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二
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○
一
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＆
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①
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狐
）
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著
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、
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狐
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護
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人
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設
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翠
の
里
）
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Afterthepublicationof&6Fabrica,"AndreasVesaliusenteredtheSpanishcourtand

becameacourtphysiciantoCharlestheFifth,HolyRomanEmperor,andthentoPhilipthe

Second,Spanishking.Theauthorstudiedthisprocessanditshistoricalbackground.

TheancestorsofVesaliushadcloserelationswiththeHapsburgsandthedukesof

Burgundy,andservedthemascourtphysicianoracourtpharmacist・Vesaliuswasbomin

Brussels,0btainedhisdegreeattheUniversityofPadua,Italy,becameprofessorofanatomy

andsurgerythere,andpublished"TabulaeAnatomicaeSex"and"Fabrica.''

IntheeraoftheSpanishcourt,thetreatmentsofHenrytheSecond,Frenchking,andof

DonCarlos,Spanishcrownprince,arefamousamongVesaliu3smedicalcontributions.In

theyearofhisresignation,CharlestheFifthconferredthetitleofcountpalatineonVesalius.


